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静岡．県後期更新世根古屋層の海進期堆積物

に含まれる底生有孔虫化石の空間分布

近　　藤　　康　　生＊

SpatialDistribution of Benthic Foraminifera from the

Transgressive Depositsin the Late Pleistocene

Negoya Formation，Shizuoka Prefecture，Japan

Yasuo KoNDO＊

Benthic foraminiferafrom thetransgressivesequenceinthelate Pleistocene Negoya

Formation，Shizuoka，Japan can be classified under five species groups，based on the

patternofthelateraldistributioninthestrata．Comparisonwiththedistributionofthe

Recent foraminiferain the nearby Suruga Bay suggests that the transgressive deposits

WereaCCumulatedinthebasinwhichcontainsuppersublittoralzoneinthewesternpart

andupperbathyalzoneintheeasternpart．

Northeastward－dippingsteepsubmarineslope，Whichisinferredfromthepresenceof

Steep delta slope recognizedin the Furuyado GravelMemberimmediately beneath the

transgressivedeposits，prObablyprovidedunstablehabitatforbenthicanimals．Benthic

foraminiferalassemblagesfromthemud ontheslopehavenotanydominantspecies but

Showvariablespeciescomposition．Thisisduetounstableconditionofthesubstrata．

は　じ　め　に

根古屋層は，静岡市東方の有度丘陵の最下位を占

める上部更新統である．本層は，分布こそ狭いが，

後期更新世の駿河湾の古環境を記録している唯一の

地層として重要な意味をもっている．

根古屋層は，3枚の，北東方向へ尖滅するくさび

状を呈する礫質のデルタ層（下位より安居礫部層，古

宿礫部層，中平松礫部層），およびそれらに挟まれる

海成泥層から構成され，地上に露出した部分の厚さ

は約200mある．本層の海成泥層は一般に多くの化

石を含み，特に上位2枚のデルタ層に挟まれる砂泥

層には，本稿で扱う有孔虫をはじめ，貝類，腕足類，

ウニ，単体サンゴなどの海生無脊椎動物化石を豊富

に産する．この砂泥層は，その垂直的な岩相と化石

群の変化から，100－150mもの大規模な海面上昇に伴

う海進によって堆積したと考えられる（近藤，1985）

ので，以下これを海進期堆積物と呼ぶ．なお，根古

屋層の他の層準にはこの海進に比較されるような大

規模な海進は認められない．

この海進期堆積物には，根古屋層分布域で広く追

跡される鍵層が2枚（Ng－2，Ng－4）あり，これを用い

ると，海進当時の駿河湾北西岸の海底古環境を陸側

から沖へ約4kmにわたって知ることができる．本稿

は，この観点に立ち，根古屋層の海進期堆積物に含

まれる底生有孔虫化石の空間分布を記載し，駿河湾
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240 近　　藤

の現生有孔虫分布との比較を通してその意味を考察

する．なお，筆者が本層の記載を行なった際，貝化

石とともに主な有孔虫化石の地層中における分布の

あらましは述べておいた（近藤，1985）．また，浅野

（1936），望月（1965）も本層の底生有孔虫化石につい

て述べている．

海進期堆積物の層序

根古屋層中部に挟まれる古宿礫部層は最大層厚約

50mの，．北東方向へ薄くなるくさび状の礫層であ

る．本部層は，層相解析の結果（KoNDO，1984MS）か

ら，北東方向へ発達した礫質デルタの堆積物と考え

られる．このデルタの形成後，大規模な海面上昇が

起こり，デルタの発達は妨げられ，かわって海生動

物化石を多産する，より細粒の地層（海進期堆積物）

が堆積した．

海進期堆積物は，岩相の違いに基づいて下部と上

部に分けられる．下部は，最大層厚が15mあり，礫・

砂・泥の不規則な互層および貝化石の密集層からな

る．この互層は，粗粒砕屑物の供給が海面上昇に追

いつかず，デルタが後退していく過程で形成された

ものである．この互層に認められる上方細粒化の傾

向はその表われである．

上部海進期堆積物は，暗緑灰色塊状泥を主体とす

る厚さ10－15mの地層である．ここには約10mの

層位間隔で2枚のテフラ（Ng－2，Ng－4）が挟まれる．

上部海進期堆積物にも下位にあるデルタの急斜面を

反映した岩相の側万変化が認められ，南西側の青沢，

古宿では礫や砂の挟みを頻繁に含むが，斜面より北

東側では粗粒層は挟まれない．上部海進期堆積物は

再び礫質デルタ層（中平松礫部層）に覆われる．

底生有孔虫化石の分布

同時間面における化石群の地理的変化をみるため

に，上部海進期堆積物中に挟まれる2枚組のテフラ

Ng－2の間，およびその上位約10mにあるテフラ

Ng－4の直下から11試料，両テフラに挟まれる層準か

ら6試料を採取した．試料は乾燥重量で80gを秤量

し，熱湯処理（試料によってはナフサ法を併用）を行

康　　生

ない，200meshで水師し乾燥させた後，底生有孔虫

の個体数が200個体前後になるように分割し，双眼実

体顕微鏡下で拾い出し同定を行なった．

種ごとの産出鱒度を図1のように層序断面図にプ

ロットし，分布パタンの似た種をまとめると，表1

に示すような5つの種群に分けることができる．

種群Ⅰ～Vは，分布の中心が南西から北東へ順に移

り変わるようになっている．すなわち，種群ⅠⅠは，

分布の中心が西側にあるもの，種群ⅠⅤは東側にある

もの，種群ⅠⅠⅠはその中間的な分布を示すものである．

種群Ⅰは西側に少数分布し，しかも中平松礫部層上

部にある塊状シルト質砂に多く産するもので，この

層序断面図の外に分布の中心があるものである．種

群Vは東端（Loc．40；以下の露頭番号は近藤（1985）

を参照）のしかも上位のみに分布する種である．

以上のように定義された各種群について，その主

な分布域における岩相，化石群の構成などについて

以下に略述する．

柿酢1：J坤／JんJ山川JJd什…〃〃、E．（・んJ川／J′軋

乃蝕めγ0わあg〃〝∽材露を代表とする種群である．

上部海進期堆積物中では，いずれも種群ⅠⅠの分布域

に混ざって少数（個体数にして10％以下）分布する

にすぎない．本種群を主体とする群集は，中平松礫

部層に挟まれる厚さ5mの生物擾乱の著しい塊状シ

ルト質砂中にみられる．ここでは浮遊性種の個体数

が全体の24％を占め，底生種では，朗痛ゐ仰，

八川（んJl砧J／んJJ‖軋　りJJJ〃′J仙ん川／〃〃∴lJ／／吊んハ仙

などの陶器質有孔虫が多いのが目立つ．

種群ⅠⅠ：斤gcわあoJgがわ昭，喀ゐα刀αとβoJあわ7α　Cf．

rPぬ肋を代表とする種群である．古宿地域のわず

かに紙礫の混じる暗灰色塊状泥中に分布する．どの

試料でも上記2種で，全底生有孔虫個体数の約50％

を占め，種構成に変化の少ない安定な群集をつくる．

種群ⅠⅠⅠ：β〟Jf∽わ2α　如Cあわ乃壷，乃g〝拗α柁J血

刀αγ彫乃由を代表とする種群．本種群の分布域は，海

進期堆積物の下位にある古宿デルタの急傾斜のデル

タスロープを反映した斜面付近にあたる．個体数に

して20％以上の占有率を示す種がなく，試料ごとに

種構成の変化の大きい化石群をつくる．

種群ⅠⅤ：GzssfゐJg乃αS〟∂Cαガ招。ねを代表とする種

群で，丘陵東部の暗緑灰色塊状泥中に分布する．本
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Fig．1DistributionofmajorbenthicforaminiferafromthetransgressivedepositsintheNegoyaFormation・

Percentageabundanceofeachforaminiferaisplottedonthestratigraphicsection，aboutlOmthick，and

4kmwide，fromnortheasttosouthwest．Horizontallinesindicateisochronoushorizonsshownbytephras・

Verticallinesshowsamplingroute．Numbersbelowthelinescorrespondto those shownin KoNDO

（1985）．Blackcircleshowspresenceofthespeciesandtheopencircleabsence．

FGM：FuruyadoGravelMember
図1根古屋層上部海進期堆積物における主な底生有孔虫化石の分布．南西一北東約4km厚さ約10mの層序断面

図にその種の個体数の全底生有孔虫個体数に占める割合（百分率）をプロットした．横線はテフラによって示され

る同時間面，縦線は試料採取地点（下に付した番号は，近藤，1985の図2に示した露頭番号と対応する）を示す．

●印は有孔虫化石産出地点，○印はその種が全く産しないことを示す．FGM：古宿礫部層
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Tablel Comparisonofdistributionbetweenbenthic foraminifera from thetransgressive

depositsin the Negoya Formation and those from the Suruga Bay（after OHTANI，

1974MS）．

表1根古屋層の海進期堆積物に含まれる底生有孔虫化石群と駿河湾相良舟状海盆の現生底生有

孔虫群の比較（大谷，1974MSによる）．

N E G O Y A　 F O R M A T IO N S U R U G A　 B A Y
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種群のつくる群集では，浮遊性種が全有孔虫個体数

の50％以上を占める．

種群Ⅴ：C助函南α槻血壷適，励Jf〃オ乃α∂和め′才

を代表とする種群で，丘陵東端（Loc．40）の海進期堆

積物上部に分布の中心がある．ここでは浮遊性種が

全体の80％に達する．

考察

根古屋層の海進期堆積物に認められた，上記のよ

うな底生有孔虫化石の分布を，まず現生底生有孔虫

の分布と比較して考察する．

表1は，地理的にも近く海況も似ていると思われ

る駿河湾相良海盆における現生底生有孔虫の深度分

布（大谷，1974MS）である．表に対応させて示したよ

うに，根古屋層で認められた種群Ⅰ，ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ，ⅠⅤ・

Ⅴは，それぞれ駿河湾で認められた種群A（100m以

浅），B（100～200または250m），C（200または250m

以深）に対応させることができる．すなわち，根古屋

層の海進期堆積物に認められた南西一北東方向の分

布変化は，大陸棚から大陸斜面にかけての底生有孔

虫の深度分布を反映したものと考えられる．例えば，

蝕止血肋ぬ＝嘲血朋など種群ⅠⅠの有孔虫が主と

して分布する現在の古宿地域は，水深1肌150m程

度の海底で堆積したと考えられる．同様に，C鮎滋＿

ゐJg乃αS〟∂招血地など種群ⅠⅤの有孔虫の分布域で

ある根古屋東部および丘陵東端の村松付近の古水深

は250mより深く，大陸斜面上部であったと推定さ

れる．このように，根古屋層の堆積当時，本地域は

南西に浅く北東に深い海底地形を示していたことは，

軟体動物化石の分布からも支持される（近藤，1985）．

また，このような海生動物化石の分布から推定され
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る，北東方向へ深くなる海底地形は，海進期堆積物

の直下にある古宿デルタが北東方向へ拡大している

ことと調和的である．

次に，層相解析の結果から復元される海底地形と

有孔虫化石群の関係について若干の考察を試みる．

前にも述べたように，大規模な海面上昇が起こる以

前，本地域には傾斜200以上で比高30m以上の急斜

面をもつ礫質デルタが北東方向に発達していた

（KoNDO，1984MS）．これを覆う海進期堆積物は10－

25mの厚さしかなく，極端な層厚の側方変化もない

ので，海進時にも北東方向へ傾く急斜面が存在した

にちがいない．この急斜面と有孔虫化石群の分布と

の関係をみると，斜面付近には，種群ⅠⅠⅠの種からな

る優占種がなく種構成に変化の大きい化石群が分布

し，斜面より上の南西側と斜面下の北東側にはより

種構成の安定な群集が存在しているようにみえる．

デルタ前面の斜面は礫でできていたため比較的安

定であったが，その後の海面上昇に伴い，その斜面

が安息角のより小さな泥に覆われるにおよんで斜面

は不安定となったであろう．デルタスロープを覆う

下部海進期堆積物に観察される小規模のスランプ層

（Loc．35）はこのような斜面の不安定性に起因する

ものと考えられる．上部海進期堆積物では，塊状無

層理の泥であるためか，はっきりとしたスランプ層

は観察されないが，小規模の侵食が頻繁に起こって

いた可能性があり，底生生物の棲息場所としては不

都合であったと思われる．種構成の安定な群集がこ

の斜面を境としてその上下の平坦面に分かれて分布

しているのは，水塊の成層構造の境界が，すなわち，

それに規制される底生有孔虫の分布の境界が，偶然

斜面と一致したためとも考えられるが，上記のよう

な底質の不安定性も影響を与えているのではないだ

ろうか．
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